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幕
末
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の
教
育

　
近
世
の
教
育
か
ら
近
代
の
教
育
へ　
明
治
維
新
以
後
に
飛
躍
的
に
展
開
さ
れ
る
学
校
教
育
の
近
代
化
は
、
直
接
的
に
は
維
新
政
府
に

よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
欧
米
諸
国
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
富
国
強
兵
」「
文
明
開
化
」
政
策
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ

は
、
江
戸
時
代
後
半
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
形
作
ら
れ
て
き
た
学
校
の
近
代
化
動
向
を
基
盤
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
実
現
可
能

に
な
っ
た
と
言
え
る
。
国
内
に
こ
の
よ
う
な
前
提
的
条
件
が
準
備
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
明
治
以
降
一
貫
し
て
急
速
な
近
代
化
を
実
現

し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
封
建
制
の
社
会
構
造
に
基
づ
い
て
士
・
庶
（
農
・
工
・
商
）
の
厳
重
な
格
差
を
含
む
身
分
制
が
確
立
し
て
お
り
、
教
育

や
文
化
の
面
に
お
い
て
も
、
武
士
と
庶
民
と
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
質
と
形
式
と
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
た
、
国
内
は
二
五
〇
以
上
の

諸
大
名
の
所
領
（
藩
）
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
は
強
大
な
財
政
力
と
軍
事
力
と
を
も
っ
て
そ
れ
ら
の
諸
大
名
を
統
御
し
て
い
た
が
、

具
体
的
な
行
政
支
配
は
そ
の
所
領
（
天
領
）
に
及
ぶ
だ
け
と
い
う
、
幕
藩
体
制
が
成
立
し
て
い
た
。
幕
府
を
頂
点
と
す
る
諸
藩
連
合
と
い

う
国
家
形
態
の
下
で
は
、
教
育
や
文
化
の
面
に
お
け
る
各
地
域
の
異
質
性
や
独
自
性
、
及
び
そ
れ
ら
の
間
の
格
差
に
は
、
著
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。
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十
八
世
紀
後
半
以
降
の
農
業
や
手
工
業
の
発
展
を
背
景
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
身
分
制
や
幕
藩
制
へ
の
疑
問
や
批
判
が
下
級
武
士
層
や
上

層
庶
民
の
内
部
に
発
生
し
始
め
、
そ
れ
は
十
九
世
紀
以
降
の
欧
米
諸
国
か
ら
の
外
圧
を
契
機
に
し
て
、
根
本
的
な
改
革
の
志
向
を
生
み
出

し
て
い
っ
た
。

　
武
士
の
教
育　
近
世
社
会
に
お
け
る
政
治
支
配
者
の
地
位
に
就
い
た
武
士
層
は
、
儒
教
思
想
に
立
脚
し
て
支
配
者
に
必
要
と
さ
れ
る
儒

学
の
学
識
と
教
養
（
徳
）
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
そ
の
学
習
施
設
を
設
け
た
。
こ
れ
が
藩
校
で
あ
る
。
十
七
世
紀
に
一
部

の
藩
に
お
い
て
塾
形
態
を
採
っ
て
発
生
し
た
が
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
は
大
規
模
な
学
校
形
式
を
採
る
も
の
を
含
め
徐
々
に
各
藩
に
普
及

し
始
め
、
十
九
世
紀
に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
藩
に
一
校
は
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
武
士
層
の
男
性
は
一
般
に
ほ

ぼ
十
分
な
識
字
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

藩
校
で
は
儒
学
が
専
ら
教
授
さ
れ
た
。
幕
末
期
に
な
っ
て
、
国
学
、
洋
学
及
び
西
洋
医
学
な
ど
の
新
し
い
学
問
・
技
術
が
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
れ
ら
は
藩
校
と
は
別
個
の
施
設
に
お
い
て
学
習
さ
れ
た
。

　

武
士
と
し
て
の
人
間
形
成
は
藩
校
だ
け
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
武
士
に
必
須
な
武
術
の
修
練
は
道
場
で
行
わ
れ
た
し
、
居

住
地
域
で
の
「
組
」
や
家
庭
に
お
け
る
人
間
関
係
な
ど
を
通
じ
て
、
武
士
と
し
て
の
資
質
（
武
士
道
）
の
育
成
が
図
ら
れ
た
。

　
庶
民
の
教
育　
近
世
社
会
で
の
庶
民
の
人
間
形
成
は
、
武
士
の
場
合
と
同
様
に
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
地
域
共
同
体
で
の
生
活
を
通

じ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
若
者
組
・
娘
組
な
ど
を
は
じ
め
、
徒
弟
や
女
中
と
し
て
の
奉
公
な
ど
、
労
働
や
社
会
生
活
の
全
体
を
通
じ
て
、
庶

民
と
し
て
の
「
分
」
や
「
人
並
」
の
体
得
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
十
七
世
紀
以
降
は
寺
子
屋
が
発
達
し
、
庶
民
の
子
供
た
ち

に
も
初
歩
的
な
文
字
知
識
が
か
な
り
普
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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寺
子
屋
は
、
庶
民
の
子
供
た
ち
に
そ
の
生
活
に
必
要
な
限
り
で
の
読
み
・
書
き
の
初
歩
を
中
心
に
、
日
常
必
須
の
算
用
な
ど
を
も
併
せ

て
教
授
す
る
私
設
の
学
校
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
江
戸
・
大
坂
な
ど
の
都
市
部
に
発
生
し
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
は
農
村
部
に
も
普
及
し

た
。
そ
の
教
育
内
容
は
、
近
世
社
会
の
庶
民
に
と
っ
て
即
時
的
に
必
要
と
さ
れ
る
文
字
知
識
の
範
囲
を
出
な
か
っ
た
が
、
他
方
寺
子
屋

は
、
幕
府
や
藩
に
よ
る
指
導
や
補
助
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
自
主
的
な
教
育
施
設
で
あ
っ
た
。
ま
た
庶
民
は
独
自
に
、
教
諭
所
、
心
学
講

舎
、
郷
校
、
報
徳
教
な
ど
、
様
々
な
学
習
の
施
設
や
機
会
を
作
り
出
し
て
い
た
。
近
世
後
半
以
降
の
こ
の
庶
民
層
に
お
け
る
学
習
の
意
欲

の
台
頭
と
そ
の
蓄
積
と
が
、
明
治
維
新
以
後
の
近
代
教
育
の
広
範
か
つ
急
速
な
普
及
を
可
能
に
さ
せ
た
社
会
的
条
件
に
な
っ
た
と
言
え

る
。

　
私
塾
そ
の
他　
私
塾
は
、
学
者
や
芸
能
者
が
私
宅
に
設
け
た
教
育
施
設
で
あ
る
。
中
に
は
、
後
に
藩
校
に
改
編
さ
れ
た
り
、
寺
子
屋
と

区
別
し
に
く
い
程
度
の
も
の
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
一
般
に
は
学
術
の
伝
習
を
緊
密
な
師
弟
関
係
の
下
で
進
め
る
、
自
主
的
な
ア
カ
デ
ミ
ー

と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
幕
末
期
に
は
、
漢
学
・
国
学
・
算
学
・
医
学
・
洋
学
な
ど
の
数
多
く
の
私
塾
が
全
国
的
に
成
立
し
て
お

り
、
武
士
・
庶
民
の
別
な
く
、
学
習
意
欲
に
燃
え
る
青
年
た
ち
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
幕
末
期
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
洋
学
の
導
入
で
あ
る
。
西
洋
の
学
問
を
意
味
す
る
洋
学
は
、
当
初
は
幕
府
の

鎖
国
政
策
に
よ
り
蘭
学
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
介
し
て
の
学
問
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
開
国
以
後
は
欧
米
の
新
技
術
や
学
問
一
般
を
指
す
よ
う

に
な
っ
た
。
幕
府
は
軍
事
技
術
的
な
面
か
ら
、
江
戸
や
長
崎
な
ど
に
直
轄
の
研
究
・
教
授
の
施
設
を
設
け
た
が
、
当
時
は
専
門
学
よ
り
も

そ
の
基
礎
と
し
て
の
西
洋
語
学
の
修
習
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
幕
府
崩
壊
後
、
維
新
政
府
に
接
収
さ
れ
、
近
代
高
等
教
育

の
基
盤
を
形
成
し
た
。
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復
古
と
改
革　
幕
府
を
倒
し
て
王
政
復
古
の
宣
言
の
下
に
成
立
し
た
明
治
新
政
府
は
、
従
前
の
幕
藩
制
社
会
に
対
す
る
抜
本
的
な
改
革

に
着
手
し
た
。
大
き
な
社
会
変
革
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
「
復
古
」
と
「
改
革
」
の
両
側
面
が
、
厳
し
い
国
際
環
境
の
下
に
お
け
る

我
が
国
の
民
族
的
国
家
的
な
自
立
の
確
保
の
た
め
に
と
も
に
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
非
欧
米
世
界
に
あ
っ
て
初
め
て
近
代
的
自
立

を
達
成
す
る
我
が
国
の
苦
難
の
道
が
開
始
さ
れ
た
。

　

新
政
府
の
施
政
方
針
は
、
明
治
元
年
三
月
の
「
五
ケ
条
ノ
御
誓
文
」
に
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
五
項
目
中
に
「
智
識
ヲ
世
界
ニ
求
メ
大

ニ
皇
基
ヲ
振
起
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
先
進
諸
国
の
近
代
文
化
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
の
開
化
の
方
針
は
当
初
か
ら
支
配

的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
維
新
直
後
に
は
「
復
古
」
の
動
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。

　

維
新
政
府
の
教
育
政
策
は
、
ま
ず
京
都
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
。
元
年
二
月
学
校
掛
が
任
命
さ
れ
翌
月
最
初
の
学
校
制
度
案
で
あ
る

「
学
舎
制
」
を
政
府
部
内
に
示
し
た
が
、
国
学
思
想
に
よ
り
奈
良
時
代
の
大
学
寮
制
度
を
模
し
た
こ
の
案
は
、
多
数
の
同
意
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
朝
廷
の
儒
学
校
で
あ
っ
た
「
学
習
院
」
を
母
体
と
す
る
「
漢
学
所
」
と
、
国
学
を
教
授
す
る
「
皇
学
所
」
と
が
一
応
設

立
さ
れ
は
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
実
体
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
東
京
遷
都
の
後
政
府
の
京
都
で
の
学
校
計
画
は
中
止
さ
れ
た
。

　

東
京
（
江
戸
）
で
は
既
に
新
政
府
に
よ
り
接
収
さ
れ
て
い
た
旧
幕
府
の
学
校
を
改
編
す
る
こ
と
と
し
、
二
年
六
月
「
大
学
校
」
の
設
立

が
達
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
旧
昌し
ょ
う平
坂
学
問
所
を
国
学
を
中
心
に
漢
学
を
も
併
せ
た
大
学
校
に
、
旧
開
成
所
を
開
成
学
校
、
旧
医
学
所
を



序　

章　

幕
末
維
新
期
の
教
育

一
一

医
学
校
と
し
て
そ
の
分
校
た
ら
し
め
る
と
い
う
構
想
で
あ
り
、
七
月
政
府
の
官
制
改
革
に
よ
り
教
育
行
政
と
教
育
活
動
と
の
二
つ
の
機
能

を
併
せ
持
つ
「
大
学
校
」
が
発
足
し
た
。
十
二
月
に
「
大
学
校
」
が
「
大
学
」
と
改
称
さ
れ
る
に
伴
い
、
旧
昌
平
坂
学
問
所
跡
の
本
部
と

国
漢
学
校
と
を
「
大
学
本
校
」
、
開
成
学
校
を
「
大
学
南
校
」
、
そ
し
て
医
学
校
を
「
大
学
東
校
」
と
そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
た
。

　
文
明
開
化
へ
の
転
換　
維
新
直
後
か
ら
新
政
府
は
開
国
政
策
の
堅
持
を
諸
外
国
に
通
告
し
た
。
欧
米
列
強
の
圧
力
に
対
峙じ

し
て
一
国
の

独
立
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
欧
米
に
模
し
て
国
内
の
制
度
と
文
化
を
近
代
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

明
治
三
年
二
月
、
大
学
は
「
大
学
規
則
」
及
び
「
中
小
学
規
則
」
を
編
成
し
て
太
政
官
に
伺
い
出
た
。
こ
れ
は
、
教
育
行
政
官
庁
で
あ

る
大
学
が
初
め
て
独
自
に
示
し
た
体
系
的
な
学
校
制
度
構
想
で
、
欧
米
の
学
校
制
度
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
。「
大
学
規
則
」
で
は
、
中

央
に
大
学
一
校
、
府
藩
県
に
そ
れ
ぞ
れ
中
学
と
小
学
と
を
設
け
る
と
の
制
度
体
系
を
示
し
た
。
次
い
で
大
学
の
編
成
に
お
い
て
は
、
従
前

の
国
・
漢
・
洋
と
い
う
国
別
の
構
成
を
採
ら
ず
、
教
科
・
法
科
・
理
科
・
医
科
・
文
科
の
五
科
か
ら
成
る
欧
米
的
な
分
科
制
を
初
め
て
採

用
し
た
。
小
学
は
八
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
課
程
で
普
通
学
と
「
大
学
専
門
五
科
ノ
大
意
」
を
修
め
、
中
学
は
小
学
を
終
え
た
十
六
歳
以

上
の
生
徒
に
大
学
五
科
の
予
備
教
育
を
授
け
る
課
程
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
施
行
上
の
細
則
を
編
成
し
た
後
法
令
と
し
て
府
藩
県
に
示
さ

れ
、
新
政
府
の
教
育
政
策
が
「
復
古
」
か
ら
「
欧
化
」
へ
と
大
き
く
転
回
し
た
こ
と
を
世
に
示
し
た
。

　

「
大
学
規
則
」
に
基
づ
く
大
学
の
改
編
を
め
ぐ
っ
て
、
優
位
に
立
っ
た
洋
学
派
と
国
学
派
・
漢
学
派
と
の
対
立
が
激
し
く
な
り
、
政
府

は
三
年
七
月
国
学
派
・
漢
学
派
が
本
拠
と
し
て
い
る
大
学
本
校
を
閉
鎖
し
た
。
大
学
の
教
育
機
能
は
、
大
学
南
校
と
大
学
東
校
、
す
な
わ

ち
洋
学
機
関
の
み
に
よ
っ
て
代
行
的
に
担
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
政
府
の
教
育
政
策
方
針
の
転
換
は
一
層
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

大
学
南
校
は
二
年
か
ら
外
国
人
教
師
を
教
授
陣
の
主
体
に
置
き
、
本
格
的
な
外
国
語
教
育
を
展
開
し
た
。
特
に
、
大
学
本
校
が
閉
鎖
さ
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れ
た
三
年
七
月
に
異
色
の
人
材
養
成
計
画
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
全
国
諸
藩
に
そ
の
石
高
に
応
じ
て
入
学
生
を
派
遣
さ
せ
る
「
貢
進

生
」
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
国
規
模
で
の
人
材
発
掘
を
施
行
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
確
か
に
そ
の
後
の
我
が
国
の
学
界
や
政

界
を
リ
ー
ド
し
た
人
材
が
か
な
り
こ
の
制
度
に
よ
り
育
成
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
藩
体
制
を
基
盤
と
し
た
た
め
に
旧
来
の
身
分
制
に
拘
束

さ
れ
て
十
全
な
人
材
選
抜
機
能
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
文
部
省
設
置
後
の
四
年
九
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
大
学
南
校
は
、
ま
た
、
優

れ
た
学
生
や
教
員
を
選
抜
し
て
留
学
生
と
し
て
欧
米
諸
国
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
三
年
八
月
そ
の
第
一
陣
が
米
国
に
赴
い
た
。
医
学
校

で
は
、
既
に
二
年
中
に
欧
米
諸
国
中
最
も
進
歩
し
て
い
る
と
見
た
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
を
決
定
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
教
師
の
派
遣

を
依
頼
し
、
四
年
七
月
二
人
の
教
師
が
大
学
東
校
に
着
任
し
た
。
大
学
東
校
は
留
学
生
を
す
べ
て
ド
イ
ツ
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
三
年

十
月
そ
の
第
一
陣
が
出
発
し
た
。

　

政
府
の
欧
化
教
育
方
針
に
呼
応
し
て
諸
藩
に
お
い
て
も
洋
学
校
を
開
設
し
始
め
、
ま
た
民
間
で
も
福
沢
論
吉
の
「
慶
応
義
塾
」
、
近
藤

真
琴
の
「
攻
玉
塾
」
な
ど
の
洋
学
塾
が
設
立
さ
れ
、
新
し
い
文
明
の
息
吹
き
を
学
ぼ
う
と
す
る
青
年
た
ち
を
引
き
付
け
て
い
た
。

　
国
民
教
育
の
胎
動　
明
治
維
新
に
お
い
て
は
、
近
代
国
家
建
設
の
基
礎
と
し
て
、
国
民
一
般
の
教
育
が
重
視
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
維
新
直
後
に
は
幕
府
に
代
わ
る
朝
廷
の
権
威
を
民
衆
に
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
に
、「
復
古
」
的
な
発
想
で
の
教
化
政
策

が
採
用
さ
れ
た
。
明
治
三
年
一
月
の
「
宣
布
大
教
詔
」
の
発
布
と
宣
教
使
に
よ
る
大
衆
教
化
の
実
施
、
五
年
三
月
教
部
省
の
設
置
、
及
び

翌
月
の
「
教
則
三
条
」
の
公
布
と
そ
の
普
及
を
担
当
す
る
教
導
職
の
設
置
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
仏
分
離
や
排
仏
毀き

釈
の
極

端
な
神
道
主
義
政
策
と
関
連
し
て
い
た
。

　

政
府
は
、
二
年
二
月
府
県
へ
の
施
政
方
策
を
示
し
た
「
府
県
施
政
順
序
」
に
お
い
て
「
小
学
校
ヲ
設
ル
事
」
を
指
示
し
、
大
学
校
に
そ
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一
三

の
実
施
方
策
の
検
討
を
命
じ
た
が
、
同
年
六
月
新
設
の
民
部
官
（
省
）
に
そ
の
業
務
は
移
管
さ
れ
、
同
省
の
立
案
に
よ
り
翌
三
年
十
二
月

各
県
に
将
来
の
「
郷
学
校
」
建
設
経
費
の
準
備
を
命
ず
る
太
政
官
達
が
発
せ
ら
れ
た
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
、
三
年
二
月
に
「
大
学
規

則
」
と
と
も
に
「
中
小
学
規
則
」
が
別
に
制
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
当
時
そ
れ
ら
の
学
校
を
総
合
す
る
制
度
構
想
は
立
案
さ
れ
る
に
至

ら
ず
、
文
部
省
の
創
設
に
よ
り
、
初
め
て
全
国
規
模
に
お
け
る
公
的
な
教
育
制
度
の
立
案
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

藩
や
府
県
の
中
に
は
、
時
代
の
動
向
に
こ
た
え
て
新
し
い
学
校
を
設
立
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
最
も
早
く
「
小
学
校
」
の
名
称
を
用

い
た
元
年
十
二
月
設
立
の
静
岡
藩
（
旧
幕
府
）
の
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
は
、
旧
幕
臣
の
子
弟
を
対
象
と
し
た
初
等
教
育
学
校
だ
っ
た

が
、
二
年
中
に
京
都
府
が
京
都
市
内
に
六
四
校
設
立
し
た
番
組
小
学
校
は
、
庶
民
の
子
供
を
広
く
対
象
と
し
た
公
共
施
設
と
し
て
の
性
格

を
持
っ
て
い
た
。
東
京
府
も
三
年
六
月
市
内
に
六
小
学
を
設
立
し
た
。
京
都
府
や
金
沢
藩
、
岩
国
藩
な
ど
で
は
、
主
に
藩
士
の
子
弟
を
対

象
と
し
た
「
中
学
（
校
）」
を
設
け
た
し
、
福
山
藩
（
広
島
）、
松
江
藩
な
ど
で
は
女
学
校
の
設
立
ま
で
も
計
画
し
た
。
他
方
、
京
都
府
の

番
組
小
学
校
と
同
様
な
発
想
か
ら
庶
民
教
育
の
た
め
の
学
校
を
設
立
し
た
も
の
に
、
神
奈
川
県
、
筑
摩
県
、
名
古
屋
県
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
公
共
的
な
学
校
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
。
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